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「リモートSDVシステム」利用誓約書
私は、国立大学法人北海道大学病院で実施する治験又は製造販売後臨床試験（以下「治験」という）に参加された被験者の診療情報を閲覧することを目的に「リモートSDVシステム」の利用に際して以下の項目を遵守することを誓約します。
西暦　　　年　　月　　日　
「リモートSDVシステム」利用機関：（治験依頼者等名称）（代表者氏名）　　 印　
以下の者を利用管理責任者に指名し、利用に関する責任権限を委任します。
利用管理責任者：（名称・所属）（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　
【誓約事項】

１　私は、「リモートSDVシステム」の利用に際し、「リモートSDVシステム」運用管理規則を遵守します。

２　私は、「リモートSDVシステム」の利用に際し、故意又は過失を問わず、当該システムに障害を生じせしめた場合は、国立大学法人北海道大学病院に対し、復旧に全面的に協力します。また、不適切な利用を行ったことにより国立大学法人北海道大学病院から損害賠償の請求を受けても異議がありません。

３　私は、「リモートSDVシステム」の利用に際し、国立大学法人北海道大学病院から「リモートSDVシステム」の利用管理状況その他の事項に関する照会を受けたときは速やかに対応します。

４　私は、「リモートSDVシステム」運用管理規則に違反する事由が生じた場合、国立大学法人北海道大学病院から「リモートSDVシステム」の使用停止等の措置を受けることを承諾します。

５　私は、「リモートSDVシステム」上の情報について、全部又は一部を単に記録する行為は禁止行為に当たることを十分認識し、当該治験実施実務に必要と認められる最小限の範囲を除き、いかなる手段によっても記録は残さないことについて利用者を適切に指導監督します。また、閲覧は事前に利用申請書によって「リモートSDVシステム」管理事務局から許可された利用者のみが許可された場所で行い、許可された利用者以外の者が「リモートSDVシステム」を閲覧できないことを確認して実施します。

６　私は、私のみならず、所属する役職員や業務委託先にも「リモートSDVシステム」運用管理規則を周知徹底させ、これらの関係者において違反があった場合でも、私の責任とします。

